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あらまし：本稿では，九州情報大学における履修傾向の分析結果から新たな支援の確立を目指し，Web シ

ステムの開発を行ったことについて説明している．開発したシステムは学生の興味・関心に合わせた履修

と選択の実現や，学修と卒業のための自己点検，教員への容易な相談経路の確保などを実現するものとな

っている．また，担任（教員）からの学生指導をより充実したものにするため，ワードクラウドを用いた

全学的な問題の視覚化を可能としている． 
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1. はじめに 

近年，学科の細分化や横断型教育プログラムなど

が学びの多様化が加速している（1）．九州情報大学（以

下，本学）でも文部科学省が認定する「数理データ

サイエンス・AI 教育プログラム」のリテラシーレベ

ルと応用基礎レベルに認定されており，これをカリ

キュラムの一環として実施している（2）．加えて，学

部学科をさらに細分化した「コース選択」を２学年

進級時に実施している（3）．こうした多様化や変化は

学生に様々な学びの機会を提供する良い機会となっ

ていると同時に，負担を生じさせている．特に１学

年にとっては基礎的な学修機会の選択である「履修

登録」に限っても提供されるシラバスなどから時間

割を作成することは難しいと考えられており，これ

らの支援が求められている（4）．実際に各大学に合わ

せた形で支援が様々提供されている（4）（5）．しかし，

本学では学生相談室の設置とシラバスやコースガイ

ダンスなどの基礎資料の提供に留まっている．これ

らの支援では貴重な学修機会を十分に生かすことが

出来ているとは考え難く，筆者が学生生活を送る中

でも周囲から不安や失敗・後悔の声を数多く耳にし

てきた． 

そこで，本学学生を対象に履修傾向とコース選択

の状況について調査を行った．本調査では学生間で

の不確定な情報共有と，相談したくとも相談ができ

ない学生の存在などが明らかとなった（6）．これらか

ら，「Webシステム」が新たな支援として適切である

と考察した．加えて，システムにて収集したデータ

を，教員からの学生指導へ活用することで，充実し

た支援を実現することが可能であると考察している．  

本研究では，調査で明らかとなった履修傾向から，

学生の履修登録をはじめとした選択機会を支援する

システムの開発について報告する． 

 

2. システムに求められる効果と機能の分割 

前提として，本学における選択機会の一つである

「コース選択」について，興味・関心に適した選択

を行うことが求められている．誤ったコース選択を

行った場合，専門ゼミ（研究室）の配属に加え，キ

ャリア設計にも大きく影響する．そこで，コース選

択を支援する機能を一つ実装する． 

次に，基本的な選択機会である履修登録について，

計画的に履修を進めるための支援が求められていた．

そこで，科目情報の簡易的な参照及び，シラバスへ

の適切なリンク，履修条件や卒業要件の自己点検を

可能とする機能を実装する． 

次に，相談を実現できていない学生などを対象に，

確かな情報を持つ教員へ容易な相談経路を確保する

ため「匿名性」を持った相談機能を実装する．また，

本学教員の指導への活用を目的として投稿された

「相談」を基にしたワードクラウドを作成する． 

以上３つの機能について，各学生が求める効果を

スムーズに体験出来るよう，モジュール化を行う．

また本研究では，学生に寄り添った支援を実現する

ため，複数回のテストとフィードバックを行いつつ

開発を行った． 

 

3. システムの概要 

作成したシステムについて機能ごとにその概要を

示す． 

3.1 コース判定機能 

本機能では，本学が正式に提示しているシラバス

とコースガイダンスから抽出した 24 種のキーワー

ドを学生が興味・関心に合わせて任意の数だけ選択

する．過去のデータを基に作成した閾値に従い，選

択状況から傾向が現れているコースを提示する（図

九州・沖縄地区 教育システム情報学会 2024年度学生研究発表会

 235 



1）． 

 

 
図 1 コース判定結果（画面一部切り抜き） 

 

3.2 科目選択機能 

本機能では，入学年度カリキュラムに応じて履修

可能な科目を参照することができる．特に，コース

判定機能の際に選択した「キーワード」や「判定コ

ース」に関連する科目を抽出した参照を可能として

いる．その為，自身の興味・関心に合った科目を認

知することができる．また，担当教員が推奨する「関

連性の高い科目」を事前に調査し，反映させること

で，更なる専門知識の獲得が期待出来る． 

ここで参照した科目について，「履修済」「履修予

定あり」「履修予定なし」の３種のステータスを設定

することで，「卒業単位要件」と「履修条件」を満た

しているか自動で提示され，計画的かつ興味・関心

に沿う履修登録と自己点検を実現している（図 2）． 
 

 
図 2 自己点検（画面一部切り抜き） 

 

3.3 匿名相談機能 

本機能では，教員へ向けたオンラインかつ匿名の

容易な相談経路を確保している．学生が持つ不安な

どの解決に繋がることが期待される．しかしながら，

多数の相談が寄せられた場合，教員の負担増加が懸

念される．そこで，匿名相談を公開・参照すること

で，投稿なしに不安を解消する仕組みがある． 

現在本学では全学的な問題の把握をする機会が常

設されていない．そこで，投稿された相談について，

期間や分野を指定してワードクラウドを作成するツ

ールを設定した（図 3）．不安や相談の視覚化は，授

業やコース選択，就職，学生生活など幅広い情報が

収集されるため，教員視点での指導活用へ適応が可

能となっている．またテキスト上での参照では全体

の把握は数が多い程困難なものとなる．だからこそ，

ワードクラウドによる視覚化は教員側から学生へ支

援・指導が強化されることが期待される． 

 

 
図 3ワードクラウド（画面一部切り抜き） 

 

4. システムのまとめと今後 

本システムは，本学学生を対象とした調査から明

らかとなった複数の問題を解決する幅広い支援とし

て開発した．また，学生の利用状況が貴重なデータ

となり，教員からの指導や学修環境の改善への活用

が期待できる．この第一段階として学生の相談から

全体像などをワードクラウドによる視覚化として実

現した．ワードクラウドの他，共起ネットワークに

よる視覚化など，取得されたデータから情報をさら

に生み出すことができる．また，本学が実施する学

修ポートフォリオなどの最適化が議論されており（7），

これに本システムを利用できないか計画している．

以上本システムを通して学修環境を最適化し，学生

の悩みや負担が軽減する．そして，全ての学生が４

年間の学生生活を十分に活用し，将来へ繋げていく

ことが出来ることを期待する． 
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